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豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）感
染
拡
大

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ク
マ
は
６
月
〜
11
月
半
ば
に
か
け
て

行
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
ク
マ
に
出

会
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ク
マ
を
人
里
へ
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

・
生
ゴ
ミ
や
不
要
と
な
っ
た
農
作
物
は

放
置
せ
ず
、
土
に
埋
め
る
な
ど
適
切

に
処
理
す
る
。

・
犬
や
猫
の
エ
サ
等
は
建
物
内
に
入
れ

て
お
く
。

・
収
穫
予
定
の
無
い
果
樹
は
伐
採
す
る

か
実
を
全
て
除
去
す
る
。

▼
ク
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

・
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
、
危
険

な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

・
一
人
で
の
行
動
は
避
け
、
音
が
鳴
る

も
の
を
携
帯
し
存
在
を
知
ら
せ
る
。

・
朝
や
夕
方
は
特
に
注
意
す
る
。

▼
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
ク
マ
か
ら
離
れ
る
。

・
ク
マ
に
背
を
向
け
て
、
走
っ
て
逃
げ

な
い
。

・
グ
ル
ー
プ
で
固
ま
る
。

・
子
グ
マ
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

▼
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
特
徴

・
臆
病
で
お
と
な
し
い
。

・
嗅
覚
が
す
る
ど
い
。

・
木
登
り
が
う
ま
い
。

・
人
よ
り
足
が
速
い
。

・
食
べ
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
植
物
の
実

や
芽
、
葉
。
ハ
チ
や
ア
リ
、
死
ん
だ

シ
カ
な
ど
も
食
べ
る
。

・
体
重
は
大
人
の
オ
ス
で
80
㎏
程
度
、

メ
ス
で
60
㎏
程
度
。

▼
問
合
せ　

農
林
振
興
課
林
務
係

☎
72 

６
９
１
２

令
和
２
年
12
月
に
湯
本
地
内
の
野
生

イ
ノ
シ
シ
に
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
、
旧
名

称
：
豚
コ
レ
ラ
）
の
感
染
が
確
認
さ
れ

て
以
降
、
近
隣
市
町
の
養
豚
場
で
も
感

染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ

Ｆ
）
の
特
徴
を
確
認
し
、
感
染
拡
大
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
畜
産
農
家
の
方
は
、
引
き
続

き
飼
養
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
早
期
発

見
の
た
め
に
毎
日
観
察
の
う
え
、
飼
養

豚
に
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）が
疑
わ
れ
る
症
状

が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
県
北
家
畜
保

健
衛
生
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
と
は

豚
お
よ
び
イ
ノ
シ
シ
の
病
気
で
人
に

は
感
染
し
ま
せ
ん
。仮
に
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）

に
感
染
し
た
豚
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
食

べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
養
豚
場
内
で
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）

の
感
染
が
確
認
さ
れ
る
と
防
疫
措
置
の

た
め
全
頭
殺
処
分
と
な
り
、
市
場
に
流

通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
近
づ
か
な
い

突
進
さ
れ
て
け
が
を
す
る
な
ど
、
大

変
危
険
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
場
所

（
山
林
な
ど
）
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

立
ち
入
っ
た
場
合
は
、
養
豚
場
に
は
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
発
見
時
の
連
絡

死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し

た
場
合
は
決
し
て
近
寄
ら
ず
、
県
北
家

畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
町
農
林
振
興
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
イ
ノ
シ
シ
に
触
れ
た
場
合

は
、
よ
く
手
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
養
豚
場
、
県
、
町
の
取
り
組
み

・
県
内
全
養
豚
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

・
養
豚
場
周
辺
の
防
護
柵
設
置

・
消
毒
液
や
石
灰
等
に
よ
る
消
毒

・
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
強
化

・
イ
ノ
シ
シ
出
没
地
に
お
け
る
経
口
ワ

ク
チ
ン
散
布

・
捕
獲
、
死
亡
イ
ノ
シ
シ
の
検
査
な
ど

▼
問
合
せ　

○
県
北
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
２
８
７
‐
3
6
‐
０
３
１
４

○
農
林
振
興
課
畜
産
係

☎
72 

６
９
１
１

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

クビアカツヤ
カミキリにご注意！
クビアカツヤ

カミキリにご注意！
クビアカツヤ

カミキリにご注意！

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
が

モ
モ
、
ウ
メ
、
サ
ク
ラ
等
の
樹
木
内
部

を
食
い
荒
ら
し
、
衰
弱
、
枯
死
さ
せ
る

被
害
が
県
南
地
域
で
拡
大
し
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

被
害
拡
大
防
止
の
た
め
、
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
を
発
見
し
た
と
き
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

〇
農
業
環
境
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
6
2
6
‐
3
0
8
6

〇
那
須
農
業
振
興
事
務
所

☎
０
２
８
７
‐
２
２
‐
２
８
２
６

クビアカツヤカミキリ成虫（写真右）。幼虫が排出し、被基
に堆積したフラス（木くずと糞の混じったもの。写真左）

ツキノワグマの特徴

豚熱ウイルスが付着しやすい場所の例


